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高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
日
本

に
お
い
て
大
き
な
問
題
の
一
つ
と

し
て
認
知
症
（
痴
呆
性
）
高
齢
者

の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
高
見

さ
ん
は
、
神
経
病
理
学
分
野
で
認

知
症
の
原
因
の
う
ち
最
も
多
い

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
に
つ
い

て
研
究
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
老

後
を
自
分
の
理
想
に
少
し
で
も
近

づ
け
る
に
は
、
生
活
環
境
が
整
う

こ
と
と
、
心
身
の
健
康
状
態
が
良

好
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
心
身
の
健

康
を
蝕
む
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

治
療
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
既
に

病
気
で
苦
し
ま
れ
て
い
る
方
々
に

希
望
す
る
環
境
で
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
き
た
い
、
そ
し
て
、
家
族

の
方
々
の
苦
労
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
月
に
数
回
、
特
別
養
護

施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ー
ス
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
な
が
ら
施
設
の
経
営

方
針
な
ど
を
学
び
、
さ
ら
に
入
居

者
や
そ
の
家
族
の
希
望
な
ど
を
集

約
し
、
よ
り
生
活
環
境
が
充
実
し

た
施
設
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
11
月
９
日
、
市
内
の

女
性
第
１
号
（
県
下
で
９
人
目
）

で
剣
道
六
段
に
合
格
さ
れ
ま
し

た
。
大
西
さ
ん
は
、
小
学
４
年
生

か
ら
剣
道
を
始
め
、
中
学
時
代
に

は
、
出
身
地
の
姫
路
で
個
人
・
団

体
と
も
に
優
勝
し
、
県
大
会
に
も

出
場
。
大
学
時
代
に
兵
庫
学
生
剣

道
大
会
で
優
勝
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
数
多
く
の
優
秀
な
成
績
を
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
２
人
の
娘

さ
ん
の
育
児
に
大
変
な
毎
日
で
す

が
、
家
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
稽
古

を
し
、
平
成
14
年
８
月
に
行
わ
れ

た
第
19
回
全
国
家
庭
婦
人
剣
道
大

会
に
兵
庫
県
代
表
と
し
て
出
場

し
、
ベ
ス
ト
16
、
平
成
16
年
10
月

郷
土
の
星
　
名
に
人
材
育
成
基
金

―「
学
術
」「
芸
術
」「
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
各
分
野
か
ら
―

5

蛻左から東一秀樹さん、松本梓さん、岡田毅さん
大西直美さん、高見真子さん

○
高た

か

見み

真ま

子こ

（
26
・
北
条
町
出
身
）

東
京
大
学
　
大
学
院
医
学
系
研
究

科
博
士
課
程
在
学
中

○
大お

お

西に
し

直な
お

美み

（
35
・
北
条
町
西
南
）

剣
道
家

故
後
藤
清
一
名
誉
市
民
か
ら
の
寄
付
（
1
億
円
）
を
基
金
と
し
て
、
学

術
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
加
西
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
若
者
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
人
材
育
成
助
成
金
の
交
付
式
が

2
月
22
日
貂
に
行
わ
れ
、
今
年
は
5
名
に
そ
れ
ぞ
れ
30
万
円
の
助
成
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
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に
行
わ
れ
た
宮
本
武
蔵
顕
彰
女
子

剣
道
大
会
に
兵
庫
県
選
抜
チ
ー
ム

と
し
て
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
ま
で

勝
ち
進
ま
れ
ま
し
た
。

六
段
以
上
は
全
国
の
審
査
で
、

高
度
の
技
術
に
加
え
、
風
格
や
品

位
も
求
め
ら
れ
、
審
査
は
「
実
技
」

と
「
形
」
の
２
段
階
で
男
女
区
別

が
な
い
と
い
う
、
厳
し
い
世
界
で

す
が
、「
七
段
」
を
目
標
に
稽
古

に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
技

術
を
磨
く
と
同
時
に
、
子
ど
も
た

ち
と
剣
を
交
え
、
礼
儀
作
法
を
中

心
に
剣
道
の
普
及
に
努
め
て
い
き

た
い
と
い
う
抱
負
を
持
た
れ
て
い

ま
す
。

父
の
あ
と
を
継
ぎ
就
農
さ
れ
、

施
設
ト
マ
ト
２，
５
０
０
裃
、
水

稲
（
山
田
錦
）
5.5
ha
を
作
付
。
中

で
も
加
西
産
ト
マ
ト
の
普
及
活
動

に
尽
力
さ
れ
、
現
在
、
加
西
出
荷

組
合
（
ト
マ
ト
）
会
長
を
務
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
16

年
７
月
の
第
36
回
兵
庫
県
ハ
ウ
ス

ト
マ
ト
立
毛
品
評
会
で
農
林
水
産

大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ト
マ
ト
栽
培
で
は
、
潅
水
量
の
節

水
対
策
に
つ
い
て
工
夫
し
、
寒
い

時
期
に
根
を
痛
め
ず
、
安
定
し
た

収
穫
が
で
き
る
技
術
を
習
得
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
育
苗
技
術
で
は
、

地
面
か
ら
の
温
度
変
化
を
遮
断

し
、適
切
な
温
度
が
保
て
る
よ
う
、

育
苗
ポ
ッ
ト
を
溝
が
あ
る
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
上
に
置
き
育
苗
す
る

こ
と
に
よ
り
、
厳
冬
期
に
お
い
し

い
ト
マ
ト
を
栽
培
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
、
安
心
・
安
全
で
さ
ら
に

高
品
質
化
・
多
収
化
を
め
ざ
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
、
ト
マ
ト
の
老
舗
産
地
で
あ

る
加
西
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
の
農
政
が
ま
す
ま
す
発
展

す
る
よ
う
会
議
等
に
積
極
的
に
参

加
し
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
者
・
新

規
就
労
者
が
挫
折
す
る
こ
と
な
く

安
心
し
て
農
業
が
営
め
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
た

い
と
夢
を
膨

ら
ま
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

大
学
卒
業
後
２
年
間
、
東
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
の
血
液
・
腫

瘍
内
科
病
棟
で
看
護
師
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
時
に
、
「
医
師
は
、

患
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報

提
供
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て

患
者
が
納
得
し
て
い
く
治
療
の
選

択
に
導
く
の
か
」
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
看

護
師
と
し
て
の
臨
床
経
験
を
基

に
、
患
者
と
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
の
情

報
収
集
や
同
病
者
交
流
の
手
段
の

１
つ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
効
用
や
弊
害

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
昨
年
、
乳
が
ん
・
白
血
病
・

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
患
者
２
１
９
名

を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
れ
、

病
院
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
要
望
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
、
弊
害
も
あ
る
も
の
の
全
体

的
に
闘
病
生
活
に
お
い
て
有
用
性

が
あ
り
、
院
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

善
も
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
医
師
側
か
ら
患
者
へ
の

情
報
提
供
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の

血
液
・
腫
瘍
内
科
専
門
医
を
対
象

に
調
査
を
実
施
し
、
現
状
分
析
を

行
い
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。将

来
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
が
共

生
す
る
時
代
が
や
っ
て
来
る
と
思

い
、
高
校
生
の
時
か
ら
大
阪
大
学

教
授
　
浅
田
稔
先
生
の
研
究
室
で

研
究
し
た
い
夢
を
持
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
社
会
で
自
立

○
岡お

か

田だ

毅
つ
よ
し

（
33
・
北
条
町
北
条
）

農
　
業

○
松ま

つ

本も
と

梓
あ
ず
さ

（
25
・
別
所
町
出
身
）

東
京
大
学
　
大
学
院
医
学
系
研
究

科
修
士
課
程
在
学
中

的
に
行
動
す
る
た
め
に
は
、
他
者

行
動
の
認
識
や
意
図
を
推
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。東
一
さ
ん
は
、

知
能
機
能
創
成
工
学
を
専
攻
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
の
行
動
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
『
知
能

ロ
ボ
ッ
ト
の
実
現
』
を
テ
ー
マ
に

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
サ

ッ
カ
ー
』
を
研
究
課
題
に
し
て
い

る
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ロ
ボ
カ

ッ
プ
」
に
２
年
連
続
で
出
場
し
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。Ｉ

Ｔ
技
術
が
大
き
く
進
歩
し
た

現
在
、
情
報
の
伝
達
・
処
理
・
蓄

積
の
仕
事
は
、
そ
の
多
く
の
部
分

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
任
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ロ
ボ

ッ
ト
は
、
通
常
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
行
う
よ
う
な
情
報
的
な
支
援
だ

け
で
な
く
、
物
理
的
な
支
援
、
た

と
え
ば
荷
物
の
運
搬
や
病
人
の
介

護
、
災
害
時
に
被
災
者
の
救
助
な

ど
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。
人
間

社
会
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
現
に
向
け

て
、
今
後
も
知
能

ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究

を
続
け
て
い
き
た

い
と
熱
く
語
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
東と

う

一い
ち

秀ひ
で

樹き

（
24
・
野
田
町
）

大
阪
大
学
　
大
学
院
工
学
研
究
科

修
士
課
程
在
学
中
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８
月
７
日
豸
に
開
催
予
定
の
第

28
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
は
、
第

25
回
の
ま
つ
り
か
ら
、
実
行
委
員

会
に
集
ま
っ
た
市
民
が
企
画
し
、

運
営
の
一
翼
を
担
う
と
い
う
市
民

参
画
型
の
ま
つ
り
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

今
年
の
ま
つ
り
を
、
も
っ
と
楽

し
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
も
の

に
す
る
た
め
、
楽
し
い
ア
イ
デ
ア

や
愉
快
な
企
画
、
す
ば
ら
し
い
提

案
を
お
持
ち
の
方
、
一
緒
に
サ
イ

サ
イ
ま
つ
り
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
。
情
熱
と
体
力
に
自
信
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
参
考
＝
昨
年
度
サ
イ
サ
イ
ま
つ

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.kasai.

hyogo.jp/kanko/saisai/
saisaim

aturipr.htm

◆
申
込
・
問
合
先

加
西
サ
イ
サ

イ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
蕁
瀚
８
７
４
０
）

第27回 歓喜のラストシーン…

市道繁昌谷郷線・玉丘常吉線は、
国道372号から加西東産業団地、加
西工業団地を通り、中国道加西ICや
北条市街地の公共施設へ通じる幹線
道路として、平成６年度から計画し、
平成12年にⅠ期の720袤を供用開始、
その後もⅡ期工事を進めていました。
このたび地権者並びに地域の方々の
ご協力をいただき、３月28日豺念願の
全線開通となります。同線は、総延長
1.371袰で、車道両側に歩道を有する
幅員16袤の２車線道路です。
今回供用を開始する地域は、加西

東産業団地を中心に国道372号沿に
集中する物流拠点として発展しており、
今後も加西市の東の玄関口の道路と
して、地域の発展並びに加西東産業
団地の早期分譲に寄与することが期
待されています。

加西市の東の玄関口に

全 線 開 通
市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線市道繁昌谷郷線

3月28日（月）

蛻完成間近の市道繁昌谷郷線
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″子
ど
も
を
想
い
、
親
を
想
い
、

そ
し
て
故
郷
を
想
う
「
愛
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
″
第
６
回
「
愛
の
詩
」

を
全
国
よ
り
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
全
国
か
ら
１，
３
０
６
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

第
一
次
審
査
、二
次
審
査
を
経
て
、

加
西
市
出
身
で
絵
本
作
家
の
永
田

萠
さ
ん
（
審
査
員
長
）
に
よ
る
最

終
審
査
の
結
果
、
次
の
各
賞
が
選

ば
れ
、
３
月
27
日
豸
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
表
彰
式
を
行
な
い
ま
す
。

各
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
愛
の
詩
賞
▽
吉
村
金
一
（
佐
賀

県
鹿
島
市
）「
病
気
の
父
へ
」

◆
優
秀
賞
▽
河
野
豊
己
（
神
奈
川

県
足
柄
上
郡
）「
母
へ
唄
う
」
▽
佐

藤
祐
子
（
千
葉
県
山
武
郡
）「
喜

２
月
27
日
豸
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
「
第
11
回
外
国
人
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

開
催
さ
れ
、
８
カ
国
12
名
の
外
国

人
が
、
日
本
に
来
て
か
ら
の
生
活

を
振
り
返
り
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
加
え
な
が
ら
熱
弁
を
振
る
わ

れ
ま
し
た
。
出
場
者
の
通
算
在
日

期
間
は
４
カ
月
か
ら
６
年
と
様
々

で
す
が
、
流
暢
に
日
本
語
を
操
る

方
や
少
な
い
語
彙
な
が
ら
懸
命
に

自
分
の
気
持
ち
を
語
る
方
な
ど
の

ス
ピ
ー
チ
に
、
約
１
０
０
名
の
来
聴

者
は
聞
き
い
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
中
国
か
ら
の

大
学
生
　
謝シ

ャ

海
翔

カ
イ
シ
ョ
ウ

さ
ん
が
「
日

本
の
子
ど
も
た
ち
、
あ
り
が
と
う
」

と
題
し
て
、
餃
子
を
テ
ー
マ
に
し
た

２
泊
３
日
の
小
学
生
と
の
交
流
キ

ャ
ン
プ
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
と
餃
子
づ
く
り
を

通
し
て
、
交
流
を
深
め
て
い
く
様

子
や
、
日
本
と
中
国
は
か
つ
て
隣

国
の
間
柄
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
っ
た

歴
史
が
あ
る
も
の
の
、
ち
ゃ
ん
と
お

互
い
の
気
持
ち
を
伝
え
合
い
、
交

流
を
重
ね
て
い
け
ば
心
が
開
き
、

本
当
の
友
好
の
心
が
芽
生
え
ま
す
。

日
本
の
国
際
交
流
教
育
の
す
ば
ら

し
さ
を
中
国
の
人
た
ち
に
も
伝
え

た
い
と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
賞
に
は
、
ネ
パ
ー
ル

の
イ
サ
ー
ル
パ
ウ
デ
ル
さ
ん
が
「
私

が
尊
敬
す
る
Dr.
田
中
」
と
題
し
、

中
学
生
の
時
に
ネ
パ
ー
ル
で
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
た
田
中
先

生
と
出
会
い
、「
人
間
に
と
っ
て
一

番
の
幸
せ
は
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
田

中
さ
ん
の
教
え
で
人
生
観
が
変
わ
っ

た
こ
と
、
勉
学
に
励
ん
で
ネ
パ
ー
ル

の
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
将
来
と

夢
を
与
え
て
い
き
た
い
と
将
来
の
目

標
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
の
交
流
会
で

は
、
来
聴
者
が
出
場
者
を
囲
ん
で

質
問
攻
め
に
し
た
り
、
ま
っ
た
く
違

う
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
り
と
、
コ

ン
テ
ス
ト
の
緊
張
感
と
は
一
味
違

う
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
最
優
秀
賞

謝
　
海
翔

（
中
国
・
兵
庫
教
育
大
学
）

☆
優
秀
賞

イ
サ
ー
ル
パ
ウ
デ
ル

（
ネ
パ
ー
ル
・
神
戸
大
学
）

☆
敢
闘
賞

オ
ル
ガ
サ
ン
ボ
ル
ス

カ
モ
ロ
ズ
（
ア
メ
リ
カ
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

☆
努
力
賞

ポ
ー
ル
デ
イ
ビ
ッ
ト

（
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
会
社
員
）

ん
で
捨
て
る
」
▽
松
井
直
子
（
加

西
市
）「
早
紀
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

◆
根
日
女
賞
▽
宮
永
幸
則
（
神
戸

市
）「
今
、私
は
地
球
に
愛
を
誓
う
」

◆
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
加
西
賞
▽

稲
岡
晴
奈（
加
西
市
）「
お
父
さ
ん
」

第
６
回
「
愛
の
詩
」
入
賞
者
決
ま
る

『
病
気
の
父
へ
』

吉

村

金

一

春
に
な
っ
た
ら

父
と
釣
り
に
行
こ
う

近
く
の
小
さ
な
沼
に

釣
れ
て
も
釣
れ
な
く
て
も
い
い

と
に
か
く
竿
を
出
し
て
み
よ
う

え
さ
は
俺
が
つ
け
て
や
る
よ

お
日
様
が
真
上
に
来
た
ら

お
昼
に
し
よ
う

登
山
用
の
コ
ン
ロ
で

ワ
ン
カ
ッ
プ
を
熱
燗
に
し
て

二
人
で
半
分
ず
つ
し
み
じ
み
と

飲
も
う

そ
し
て
握
り
飯
を
食
お
う

決
し
て
涙
な
ん
か
流
さ
ず

苦
し
か
っ
た
病
院
生
活
は
忘
れ
て

青
草
の
上
で
ゆ
っ
く
り
と
憩
お
う

あ
あ

そ
ん
な
一
日
が

早
く
来
る
こ
と

必
ず
来
る
こ
と

俺
は
そ
れ
を
願
っ
て
い
る
よ

愛
の
詩
賞

外
国
人
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

第11回

蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会蛻コンテスト終了後の交流会

蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁蛻最優秀賞を受賞された 謝　海翔さんの熱弁
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国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情

により、障害基礎年金等を受給していない障害者の方

を対象とした福祉的措置として、特別障害給付金制度

が創設されました。

◆対象者／蘆平成３年３月以前に国民年金任意加入対
象であった学生

蘆昭和61年3月以前に国民年金任意加入対

象であった被用者（厚生年金、共済組合

等の加入者）の配偶者

左記の方で、国民年金に任意加入していなかった期

間に初診日があり、現在、障害基礎年金１、２級相当

の障害に該当する方。

ただし、65歳に達する日の前日ま

でに該当障害状態に該当された方に

限られます。

◆受付開始日／４月１日貊から
◆請求手続の窓口／市民課年金担当

（蕁瀚８７２０）

精神障害者の方が、地域で自立して生活していくた
めの支援を行っています。支援の内容は次のとおりで
す。
各サービスの利用にあたっては、利用条件がありま

すので、利用を希望される方は、健康長寿課にご相談
ください。

ホームヘルパーを派遣し、買い物・調理・掃除など
家事に関することを一緒に行ったり、体調によっては
代行をします。また、身体の介護が必要な場合は、介
護のお手伝いをします。

家族等が一時的に家を留守にするなどの場合に、施
設に一時的に入所することができます。ただし、原則
として７日以内です。

地域で共同生活をする住居に入居し、食事を提供し
てもらう等、日常生活における援助を受け、自立した
生活を続けられるようにお手伝いします。
◆問合先／健康長寿課（蕁瀚８７２３）

相談希望者は、加西健康福祉事務所（旧保健所）
（蕁瀚０２６６）までご相談ください。

―国民年金からのお知らせ―
特別障害給付金制度が創設されました

精神障害者居宅生活支援事業についてのお知らせ

☆居宅介護事業（ホームヘルプサービス）

☆短期入所事業（ショートステイ）

4月から

口座振替を利用し、毎月の保険料を納付期限より１

か月早く納めると、保険料が割引になる「口座振替早

収制度（早割）」が、４月からスタートします。それ

に伴い、１年分・６か月分保険料を前もって納める前

納についても口座振替を利用すると、現金で前納する

よりさらに割引になります。

◆申込方法
「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」に

必要事項を記入し、口座振替希望の金融機関・郵便局、

または社会保険事務所へ提出してください。

（申出書は金融機関、郵便局、社会保険事務所、市

役所の国民年金窓口にあります。）

◆申込に必要なもの
預（貯）金通帳・預（貯）金通帳届出印・年金手帳

または国民年金保険料納付案内書

※４月分保険料から口座振替早収割引制度（早割）、

または口座振替による前納をご利用希望の方は、３

月中に社会保険事務所で処理する必要がありますの

でお早めにお申し込みください。

口座振替早収割引（早割）がスタートします4月から

☆地域生活援助事業（グループホーム）

☆精神保健相談（予約制）

（現行）毎月納付

保 険 料 4 月

蛔振 替 日 5月末日

割引なし

保 険 料 4 月

振 替 日 4月末日

40円割引

新設の早収割引

◆問合先／加古川社会保険事務所（蕁0794炬1165）
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☆
寒
川
　
　
栞

し
お
り

（
北
条
小
学
校
１
年
）

「
第
52
回
全
国
小
中
学
校
優
秀

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」（
主
催
＝
譛

児
童
憲
章
愛
の
会
）、
図
画
の
部

に
お
い
て
、
９，
７
５
０
点
の
応

募
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
「
文
部

科
学
大
臣
奨
励
賞
」
を
受
賞
。

☆
東
畑
　
美
咲

（
北
条
小
学
校
６
年
）

「
第
52
回
全
国
小
中
学
校
優
秀

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」（
主
催
＝
譛

児
童
憲
章
愛
の
会
）、
図
画
の
部

に
お
い
て
、
９，
７
５
０
点
の
応

募
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
「
財
団
法

人
児
童
憲
章
愛
の
会
会
長
賞
」
を

受
賞
。

☆
高
井
　
雅
登

（
北
条
東
小
学
校
６
年
）

「
２
０
０
４
花
の
絵
画
全
国
公

募
展
」（
主
催
＝
兵
庫
県
・
朝
来

町
）
に
お
い
て
、
２，
４
３
１
点
の

応
募
の
中
か
ら
、「
兵
庫
県
知
事

賞
」
を
受
賞
。

☆
田
行
　
彩あ

や

見み（
泉
中
学
校
２
年
）

「
平
成
16
年
度
あ
け
て
ニ
ッ
コ

リ
!!
わ
く
わ
く
お
弁
当
コ
ン
テ
ス

ト
」（
主
催
＝
兵
庫
県
・
兵
庫
県

米
穀
事
業
協
同
組
合
）、
通
学
弁

当
部
門
に
お
い
て
、
４
８
７
点
の

応
募
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
「
兵

庫
県
知
事
賞
」
を
受
賞
。

☆
前
田
久
美
子
（
西
笠
原
町
）

「
平
成
16
年
度
見
て
楽
し
い
!

食
べ
て
お
い
し
い
!
お
に
ぎ
り
コ

ン
テ
ス
ト
」（
主
催
＝
兵
庫
県
・

兵
庫
県
米
穀
事
業
協
同
組
合
）
、

一
緒
に
食
べ
よ
う
お
い
し
い
お
に

ぎ
り
部
門
に
お
い
て
、
５
６
６
点

の
応
募
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞

「
兵
庫
県
知
事
賞
」
を
受
賞
。

アイカハリマ工業株式会社

（尾畑佳紀社長）が、加西南

産業団地に立地することが決

定し、２月25日貊市役所で調

印式が行われました。同産業

団地への立地は、６社目です。

同企業は、不燃化粧材及び高

圧メラニン化粧版の製造メー

カーで、今回、加西物流セン

ターを新設し、製品管理や梱

包作業、そして全国配送への

物流拠点として操業する予定

です。

また、加西東産業団地では、

滝野町の西部住建譁が立地決

定し、６社となりました。

―待望の市内企業が進出―

アイカハリマ工業譁
加西南産業団地に立地決定!

「
さ
わ
や
か
市
民
賞
」を
贈
る

5名に
学
術
や
ス
ポ
ー
ツ
に
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
方
に
さ
わ
や
か
市
民

賞
を
、
３
月
２
日
貉
、
次
の
５
名
に
贈
り
ま
し
た
。

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん

写真左から、高井さん、前田さん、
寒川さん、田行さん、東畑さん
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加
西
市
長

No. 10

蘆
写
真
…
さ
わ
や
か
市
民
賞
贈
呈
式
で
、

受
賞
者
に
エ
ー
ル
を
贈
る
柏
原
市
長
。

卒
業
式
と
涙

市
議
会
定
例
会
開
催

平
成
17
年
度
予
算
な
ど
三
十
七
議
案
を
審
議
中

第
２
０
３
回
加
西
市
議
会
定
例

会
が
３
月
１
日
貂
か
ら
３
月
24
日

貅
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
人
事

案
件
、
条
例
案
件
、
事
件
決
議
、

予
算
関
係
な
ど
、
37
議
案
が
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
予
算
及
び
施
政
方

針
に
つ
い
て
は
、
広
報
４
月
特
集

号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
人
事
案
件
　
3
件
〕

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

第203回

○
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と

○
損
害
評
価
会
委
員
の
委
嘱
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と

〔
条
例
関
係
　
12
件
〕

〔
事
件
決
議
　
6
件
〕

○
兵
庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
減
及
び
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と

○
加
西
市
農
業
共
済
事
業
会
計
事

務
費
の
賦
課
総
額
及
び
賦
課
単

価
を
定
め
る
こ
と

○
市
道
路
線
の
認
定

○
市
道
路
線
の
廃
止

○
市
単
独
事
業
　
加
西
市
埋
立
最

終
処
分
場
延
命
化
工
事
請
負
契

約
の
締
結

○
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
吉
野

団
地
第
Ⅱ
期
建
設
工
事
変
更
請

負
契
約
の
締
結

〔
予
算
関
係
　
16
件
〕

○
平
成
16
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
16
年
度
加
西
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
17
年
度
加
西
市
一
般
会
計

予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
有
線
放
送

電
話
特
別
会
計
予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
公
園
墓
地

整
備
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
農
業
共
済

事
業
会
計
予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
水
道
事
業

会
計
予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
会
計
予
算

○
平
成
17
年
度
加
西
市
病
院
事
業

会
計
予
算

主
な
議
案



２００５年３月号（No.４８９）9

人生に二度よむ本 城山三郎
きっと明日はうまくいく魔法の一歩 斉藤茂太
孫育てじょうず
奪還第二章 蓮池　透
月収20万からのお金持ち講座 谷口直樹
男の更年期障害を治す 天野俊康
圧力鍋で自慢おかず 浜内千波
郵政民営化 竹中平蔵
美しい敬語を身につける本 河路　勝
パリの恋人 キム・ウンスク脚本
ミッドウェーの奇跡 ゴードン・Ｗ・プランゲ
山崎豊子全集14 山崎豊子
夜光曲 田中芳樹
グランド・フィナーレ 阿部和重
鬼を斬る 鳥羽　亮
僕の行く道 新堂冬樹

CD SINGLE BEST／SELECT BEST EXILE
CD スーベニア スピッツ
CD MY STORY 浜崎あゆみ
CD ジ・アウト・オブ・タウナーズ キース・ジャレット・トリオ
CD Be Happy 押尾コータロー
CD トゥー・ハンズ レオン・フライシャー
CD 「ハウルの動く城」サウンドトラック 久石　譲

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市立立図図書書館館だだよよりり
新 着 書

新 着 ＶＡ

★予約はインターネットが便利です。
詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

3月19日貍・26日貍
4月9日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

4月2日貍
14：00～14：30

映画：「エンパイアレコード」1995年（米国）
監督：アラン・モイル
出演：リブ・タイラー、アンソニー・ラバグリア、レニー・ゼルウィガー他

【STORY】
深夜24時まで営業のエンパイア・レコードは、個性的な店員たちがいっぱい。キャン

ペーンで来店する落ち目のアイドルに「処女を捧げるワ!」と舞い上がるコリー、A. J.
は「午後１時37分までにコリーに愛を告白する」と宣言。遅刻してきたデブラは頭を
丸刈りにし、しかも手首に包帯……。そんな中、雇われ店長のジョーは閉店係のル
ーカスと共に消えた売上金＄9,000のことで頭を悩ませていた。そう、エンパイア・レコー
ドは、大型チェーン店による買収の危機に瀕していたのだ!!
コリー役で『アルマゲドン』のリヴ・タイラーが初々しい姿をみせている。監督は、知
る人ぞ知る音楽青春映画の隠れた佳作『タイムズ・スクエア』を撮ったアラン・モイル。
個性的な店員が揃った老舗エンパイア・レコードに集う若者たちの青春の１ページを

綴った、ポップでキュートなスタイリッシュコメディ。

◆日　時／３月25日貊 午後８時00分～９時30分

◆場　所／地域交流センター 多目的ホール

◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

3月のねひめCue! 上映作品

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に
暮らす人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）
作りをめざす市民映画上映グループです。

今
後
の
地
域
社
会
に
お

け
る
課
題
解
決
の
効
果
的

な
手
法
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
行
政
の
「
協
働
」
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
協
働
に
よ
る
公
共

的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い

て
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政

の
関
係
に
は
多
様
な
レ
ベ
ル

が
あ
り
ま
す
（
図
①
）
。

ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
と

責
任
の
範
囲
が
適
当
か
、

ど
の
よ
う
に
協
働
が
進
む
こ
と
が

良
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の

決
ま
っ
た
形
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
協
働
で
取
り
組
も
う
と
す
る

相
手
と
現
状
認
識
を
す
り
あ
わ

協
働
の
領
域

せ
、
合
意
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

な
お
、
協
働

の
形
態
に
つ
い

て
は
、「
後
援
」、

「
補
助
」
、「
共

催
」、「
事
業
協

力
」、「
委
託
」、

「
政
策
提
言
・

企
画
立
案
」
等

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

主
体
が「
協
働
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
よ
り
よ
い

地
域
の
か
た
ち

を
造
り
ま
す
。

地域交流センター ＮＰＯ講座 º
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加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

図①
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NPO支援講座
地域社会の新しいネットワーク確立をめざして
近年の社会経済の変化、市民のニーズの多

様化などにより、地域社会の課題を解決する手
法として「協働」することが注目されています。
「協働」とは、“同じ目的のために、協力して働
くこと”であり、行政と地域団体との連携・協働、
そして団体間のネットワークの確立が急がれて
います。そんな中、3月5日貍、地域交流セン
ターで、ねひめネットに加入する地域交流セン
ターの登録団体が一堂に集い、NPO支援講座
が行われました。宝塚NPOセンター理事兼事
務局長の森綾子さんを講師に招き、市民活動
団体と行政との連携や協働について事例紹介
等を通して、ノウハウや有効性を学びました。

古坂まちづくり委員会
「電池のいらない鉱石ラジオづくり」学習会を実施

古坂まちづくり委員会（野田晴作委員長）
では、月に1回程度地域住民が集まり、里
山の復活をめざし、散策道の整備などの活
動をされています。
2月27日豸、散策道の植栽活動と併せて、

「電池のいらない鉱石ラジオづくり」の講
習会を開催しました。地域の子どもたちに
も里山に関心をもってもらうことを目的
に、「近所のおじさんに学ぶ理科教室」と
題して、地元の役員さんたちが企画。参加
された子どもたちは、鉱石ラジオづくりを
通じて、自然科学の素晴らしさを体験しま
した。

牛居町の前田さん夫婦が
ひょうご健康夫婦大賞受賞
「元気」で「いきいき」と「自立した生活」
を送られている、ご夫婦とも満85歳以上の
方を表彰するひょうご健康夫婦大賞に前田
今治さん・かずゑさん夫婦（牛居町）が受賞
されました。2月28日豺加西健康福祉事務
所の安元兆所長らが前田さん宅を訪問し、
譛兵庫県健康財団　安森幸男会長からの表
彰状と記念品を手渡しました。「早寝・早起
きを心がけ、自然のままで生活しています。」
と今治さん。「短歌を作ったり、お互いに好
きな花づくりを楽しんで生活しています。こ
のように２人とも元気で生活できることはあ
りがたいです。」とかずゑさん。

昨年10月に淡路景観園芸学校の出前講
座を受講したメンバーでつくる「はばタン
の風」（田井敏司代表）の13名が、2月25
日貊北条鉄道法華口駅の花壇にパンジーや
プリムラポリアンサ、金魚草など約300鉢
を植栽しました。

“はばタンの風”のメンバーが
法華口駅花壇を植栽

加西市軟式野球協会役員と審判員の14
名は、平成17年のシーズンの始まりを前
に、2月27日豸心肺蘇生を中心とした「普
通救命講習会」を受講しました。野球の試
合中、または練習中に事故等が発生した時、
心肺蘇生を基本とした救命処置技術の向上
を図ることにより、事故等が軽減すること
を目的にしています。消防署では、他のス
ポーツ指導者の皆さんにもどんどん受講し
ていただき、万が一に備えてほしいと呼び
かけています。

シーズンインに備えて軟式野球協会メンバーが
「普通救命講習会」受講

2月7日豺、加西市内で水稲を中心に農業経
営を行っている認定農業者ら8名が「アスリート・
ファーマーズ加西（AFK）」を設立しました。設
立総会には市、農業委員会、農業改良普及セン
ター、兵庫みらい農協関係者も出席し、玉野町
の西脇稔晃さんが、AFK会長に就任されました。
AFKでは、認定農業者間の連帯、情報の共有、
及び相互扶助の強化により、経営の安定、技術
の向上、後継者育成を図ることを目的としてい
ます。今後は目的達成に向けて、研修会等を積
極的に行う計画をしています。

アスリート・ファーマーズ加西
（AFK）の創立総会開催
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市民と行政が連携して防災!
「地域防災のつどい」

2月13日豸市民会館で、北播磨地区　震災10周
年「地域防災のつどい」が行われました。第１部は、
井戸敏三知事を迎え、永年に渡り消防署や消防団で
活躍されている方々への表彰が行われました。また
第2部では、同社大学文学部教授の立木茂雄先生に
よる「防災と市民力」をテーマした講演会、下若井
町自主防災部会などの活動報告が行われました。立
木先生の講演では、「地震は他人事ではなくなりまし
た。この地域も山崎断層帯があり、“もし断層が動い
たら…”という気持ちで日ごろからの備えが必要で
す。そして、自助努力のみならず人と人とのつなが
りを大切に、町衆意識の向上を図ってほしい。連帯
することが減災につながります。」と話されました。

三洋電機譁加西地区ボランティア推進委員会が
丸山総合公園へ桜を寄贈
間もなくやって来る春、約1,000本の桜

が花開く丸山総合公園で、2月19日貍三洋
電機譁加西地区ボランティア推進委員会
（穴見彰一委員長）のメンバー10名から、
7年間連続して、桜（ソメヨシノ）の苗木
8本を寄贈していただきました。同委員会
はボランティアのつどいで、古本市に参加
するなど、市内で開催するイベントに様々
な協力をしていただいています。小雨が降
る天候でしたが、公園入り口付近の斜面に
植樹した桜は、春になれば、可憐な花を咲
かせ、私たちを楽しませてくれることでし
ょう。

備えよ常に!!
加西病院自衛消防隊が火災訓練
加西病院では、火災が発生した場合、消
防隊が到着するまでの間、通報、初期消火、
非難誘導を行い、被害を最小限に止めるた
めに自衛消防隊を組織しています。3月8
日貂、自衛消防隊が迅速で的確に対応でき
るように、消防総合訓練を行いました。中
央館5階病棟から出火したとの想定で、通
報連絡と病院自衛消防隊による患者誘導避
難や初期消火活動、消防隊によるベランダ
に取り残された患者の救出など病院職員の
防火意識の向上をめざしました。

北播磨地区に住むみんなが豊かに楽しく暮ら
せるまちづくりをめざして、北播磨ビジョン委員
会は、2月20日豸八千代町のキッズランド八千代
で、北播磨地域夢会議を行いました。北播磨地
域の小学生やビジョン委員が参加し、「住みよい
まちにしよう」、「子育てしやすい環境」など6テ

ーマについて分科会で話し合いました。加西市からは、北条小学校6年生の青
田梓さん、平田裕介さん、八木智子さん、川村彰宏さんの4名が参加し、他
市町の小学生と一緒に“まちづくり”について積極的な意見交換をしました。
また、井戸敏三知事から、水田加代子さん（北条町横尾）に、北播磨「ハ

ートランド夢大使」の称号が授与されました。

北播磨地域夢会議「みんなで創ろうわたしたちのまち」
北条小の4名が参加し他市町児童と交流

2月25日貊、第22回ひょ
うご花と緑のコンクールの
表彰式が兵庫県公館で行わ
れました。県下全域から多
数応募の中、加西市からは
家庭部門に応募された正木
友子さん（山下町）が県園
芸・公園協会理事長賞、石
原純子さん（古坂1丁目）
が県立フラワーセンター園
長賞を受賞されました。

ひょうご花と緑のコンクール
正木さんと石原さんが入賞

蛻表彰を受ける正木友子さん
入賞作品の花壇（写真下）
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三
口
町
の
南
、
山
塊
裾
に
築
か
れ
た
六
地

蔵
下
池
の
東
堤
際
を
県
道
高
砂
・
北
条
線
が

南
北
に
通
過
し
ま
す
。
こ
の
池
の
北
東
隅
に

は
西
面
し
た
石
仏
、
道
標
、
供
養
塔
な
ど

６
基
の
石
造
品
が
大
事
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
仏
は
、
地
元
で
産
出
す
る
凝
灰
岩

の
割
石
を
使
用
し
、
表
面
に
稚
拙
な
地
蔵

尊
を
浮う

き

彫ぼ

り
し
た
六
地
蔵
と
地
蔵
尊
の
２

基
か
ら
な
り
、
近
世
に
お
い
て
普
遍
化
し
た

地
蔵
信
仰
を
物
語
る
も
の
で
す
。

六
地
蔵
は
、高
さ
約
１
４
０
㎝
、

幅
約
84
㎝
、
厚
さ
約
40
㎝
の
割
石

に
上
・
下
２
段
に
３
体
ず
つ
地
蔵

尊
を
彫
り
込
ん
だ
一い

っ

石せ
き

二に

段だ
ん

六

地
蔵
と
呼
ば
れ
る
形
式
に
属
し

ま
す
。
一
方
の
地
蔵
は
、
高
さ

約
１
０
０
㎝
、
幅
約
50
㎝
、
厚
さ
約
30
㎝
の
割

石
に
一
躯
の
像
を
彫
っ
て
い
ま
す
が
、
両
者

と
も
に
摩
滅
が
著
し
く
、
建
立
年
月
も
判

り
ま
せ
ん
。
そ
の
前
方
に
は
、
高
さ
約
50
㎝
の

高
室
石
製
の
道
標
が
あ
り
、
正
面
に
地
蔵

座
像
の
浮
彫
り
と
、
そ
の
下
に
「
右
　
浄
土

寺
」「
左
　
北
条
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
右
側
々
面
に
は
、
寛
政
12
年

（
１
８
０
０
）
の
年
号
と
「
西
　
法
花
山
」
と

刻
む
こ
と
か
ら
、
高
砂
街
道
を
利
用
し
た
で

あ
ろ
う
旅
人
の
道
し
る
べ
と
し
て
供
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
南
隣
に

は
、
西
面
し
た
３
基
の
供
養
塔
が
あ
り
、
中

央
の
も
の
は
「
操
太
夫
之
墓
」
と
刻
ま
れ
、

幕
末
期
に
活
躍
し
た
声
曲
師
「
竹
本
操
太

夫
」
を
門
弟
た
ち
が
偲
ん
で
建
立
し
た
供
養

塔
で
す
。
こ
の
北
側
に
は
嘉
永
７
年
（
１
８

５
４
）
建
立
の
「
稲
花
翁
之
墓
」、
南
側
に

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
建
立
の
「
太
兵
衛

之
墓
」
と
刻
ん
だ
高
室
石
製
の
墓
石
が
あ
り

ま
す
が
、
当
時
の
墓
石
の
有
り
様
か
ら
、
こ

れ
ら
も
供
養
塔
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
両
者

が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
如
何
な
る

人
々
の
手
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
か
今
と

な
っ
て
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
立
派

な
石
造
品
で
も
あ
り
幕
末
期
に
か
け
て
活
躍

し
た
相
応
の
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
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石造文化財編

（三口町）
北浦の石造品

最近のインターネットをめぐる犯罪や、利
用した覚えのない料金の請求、プライバシ
ーの侵害など、数多くの人権侵害の事件や
問題が発生しています。
インターネットの特徴は、匿名のまま情報
発信を行えることです。匿名であるため、無
責任に他人を誹謗中傷・差別する表現、また
個人や集団を害するような情報がいとも簡
単に発信されているのです。また、これらの
情報は、それを利用する人間を問いません
から、どのようにでも使われてしまう危険性
があります。たとえば、コピーしてばらまか
れることもあるのです。
インターネットの便利さばかりに目を奪わ
れず、このような問題に巻き込まれた時の
対処方法を知ることが大切です。インターネ
ットをはじめとする情報はみんなが安心して
利用できるよう、情報モラルを身につけ、ル
ールとマナーを守ることが必要ではないでし
ょうか。
「ついうっかり」漏れた情報は、元に戻し
たり消し去ることができずにプライバシーに
かかわってくるのだという意識を常にもって
おく必要があります。

昨
年
の
10
月
に

保
護
者
や
地
域
住

民
の
方
に
あ
り
の

ま
ま
の
学
校
を
公
開
す
る
、
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

保
護
者
が
我
が
子
の
授
業
を
参
観

す
る
従
来
の
参
観
日
と
は
異
な
り
、

こ
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
全
ク
ラ

ス
の
授
業
を
公
開
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

休
憩
時
間
や
部
活
動

の
様
子
、
ま
た
施

設
・
設
備
の
状
況
な

ど
、
学
校
全
体
を
公

開
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
本
校
保
護
者

だ
け
で
な
く
校
区
小

学
校
の
保
護
者
を
は

じ
め
地
域
の
多
く
の

方
々
に
ご
来
校
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

参
観
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
貴

重
な
ご
意
見
、
ご
感
想
等
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
授
業
に
よ

っ
て
二
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て

少
人
数
で
や
っ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
。」「
思
っ
て
い
た
よ
り

生
徒
は
礼
儀
正
し
く
、
男

女
の
仲
が
良
さ
そ
う
に
感
じ

た
。」「
久
し
ぶ
り
（
20
年
ぶ
り
）
に

参
観
で
き
た
の
で
と
て
も
懐
か
し
く

思
っ
た
。」
等
々
の
感
想
に
加
え
「
授

業
態
度
が
よ
く
な
い
生
徒
が
い
る
。」

な
ど
、
本
校
の
課
題
に
関
わ
る
生
徒

の
実
態
も
ご
理
解
い
た
だ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
、

地
域
の
方
が
学
校
に

対
し
て
気
軽
に
意
見

を
く
だ
さ
る
雰
囲
気

が
さ
ら
に
高
ま
り
、

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
に
向
け
て
大
き
く

前
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
た
ち

は
「
地
域
の
方
々
に
い

つ
も
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。」
と
い
う
実
感
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

に
な
り
、
絶
大
な
教
育
的
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
学
校
改
善
お
よ
び
活

性
化
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
今
後

も
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
実
施

加西市立北条中学校

情報化社会と人権

〈お詫び〉前号の「私たちの歴史見つけた」１４２号で「若一王子神社」の文中に安政８年（１７９６）とあるのは、
寛政８年（１７９６）の間違いでしたので、お詫びして訂正します。



加
西
病
院
は
、
急

性
期
の
治
療
に
お
い

て
高
度
な
医
療
を
集

中
し
て
行
う
急
性
期

病
院
と
し
て
機
能
し

て
お
り
、
本
来
は
急
性
期
の
短
期
入
院
患
者

を
対
象
と
し
て
い
る
一
般
病
院
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
16
年
９
月
よ
り

４
病
棟
で
は
一
般
病
棟
の
中
に
「
亜
急
性
期

病
床
」
と
い
う
療
養
型
の
病
床
を
設
置
し
ま

し
た
。
亜
急
性
期
病
床
と
は
、
一
般
病
棟

と
在
宅
や
介
護
施
設
等
の
間
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
新
設
基
準
で
、
部
屋
の
広
さ
や
専
任
の

支
援
看
護
者
の
配
置
、
退
院
先
等
の
諸
条

件
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
在
宅
復
帰
支
援
の

た
め
の
も
の
で
す
。

亜
急
性
病
床
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
患
者

さ
ん
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
、

さ
ら
に
退
院
に
向
け
て
の
調
整
が
必
要
な
方

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
疾
患
で
は
、
骨
粗

鬆
症
や
転
倒
に
よ
る
大
腿
骨
頚
部
骨
折
、

腰
椎
圧
迫
骨
折
、
股
関
節
・
膝
関
節
・
頚
椎

の
変
性
疾
患
な
ど
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。急

性
期
を
過
ぎ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
主

体
の
治
療
に
な
っ
た
時
期
に
、
患
者
さ
ん
に

は
ゆ
と
り
を
持
っ
て
治
療
に
専
念
し
て
い
た

だ
き
、
ご
家
族
に
は
退
院
後
の
生
活
場
所
の

改
善
や
変
更
な
ど
の
調
整
期
間
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
２
室
（
８
床
）
を

こ
の
病
室
に
当
て
て
い
ま
す
。

医
師
、
病
棟
看
護
師
及
び
退
院
調
整
看

護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
技
師
、
地
域

医
療
室
担
当
者
な
ど
が
連
携
し
て
在
宅
復

帰
支
援
に
関
す
る
幅
広
い
援
助
が
で
き
る
よ

う
な
チ
ー
ム
医
療
を
日
々
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
の
設
置
か
ら
２
月
現
在
ま
で
に

こ
の
病
床
を
使
用
さ
れ
た
方
は
51
名
に
な
り

ま
し
た
。

院
内
マ
ナ
ー
委
員
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、

退
院
時
の
患
者
さ
ん
の
評
価
や
ご
意
見
を
少

し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、「
①
病

棟
の
設
備
は
満
足
で
、
退
院
時
の
生
活
指
導

も
し
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た

②
医
師
・
看
護

師
の
対
応
も
良
く
、
こ
の
病
院
に
入
院
し
て

よ
か
っ
た
」
と
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
３
月
よ
り
、
さ
ら
に
東
４
病
棟
に
お

い
て
も
２
室
（
８
床
）
が
亜
急
性
期
病
床
と

な
り
ま
す
。

今
後
も
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
良
い
状
況
で

入
院
か
ら
退
院
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
亜

急
性
期
病
床
の
運
営
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

口から始める健康づくり

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会
会
員
（
大
内
町
）

藤
原
サ
ヨ
子
さ
ん

皆さんは「8020運動」という言葉を聞いたこ
とがありますか。80歳で20本以上の歯を保とう
という運動です。兵庫県歯科医師会が平成14
年に70歳以上の約３万６千人に行った調査で
は、80歳以上で自分の歯が20本以上残って
いる方の医療費は、20本未満の方よりも20％
も安くなっているという結果がでています。加
西市でも、平成14年度から8020運動を達成さ
れた方を表彰していますが、8020運動を達成
した方の約７５％が老人保健の平均医療費よ
り低いということがわかっています。つまり、８０
２０を達成されている方は、体も元気という傾向
であることがいえます。
図１は加西市の国民健康保険での平成15年

度　年代別歯科診療費です。

グラフをみるとわかるように、50代、60代に
急激に歯科医療費が増加していることがわか
ります。
50代、60代からの医療費の高騰を抑え、８

０２０を達成して、口からの健康づくりを実践す
るために、以下のポイントを参考にしてください。
蘆定期的な歯科健診を受診しましょう。町ぐる
み健診やかかりつけ歯科医による歯科健診や
相談を受けましょう。歯の健康づくりのアドバイ
スが得られます。
蘆毎月の広報｢はははの歯｣のコーナーの歯の
健康づくりポイントなどを参考にして、日頃から
歯の健康づくりに関心をもって取り組みましょう。

（加西市歯科衛生士会）

口の掃除もしっかりと

特に、介護が必要な高齢者の口
の中の掃除を見落としがちですが、
いつも清潔にしておかなければなり
ません。例えば、割り箸の先にガ
ーゼなどをぶ厚く巻きつけて輪ゴム
で止めて、舌の上に付いている汚
れを取ることにより、舌やお口を刺
激してマッサージにもなります。
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米（３合）、鶏肉（200g）、ごぼう（小１本）、人参（小１本）、
干し椎茸（3枚）、しめじ（１パック）、ちくわ（１本）、油あ
げ（１枚）、いんげん（少々）綏砂糖…大さじ２・1/2、しょ
うゆ…大さじ３、だし汁（干し椎茸の戻し汁）…１カップ

笊ごぼうはささがきにして水にさらし、熱湯でさっとゆでる。人
参・干し椎茸・しめじ・ちくわは細切り、油あげは油抜きをして
細切りにする。
笆良く熱した鍋に1袍角に切った鶏肉を入れ炒める。火が通
ったら綏を入れる。笊の具材を火の通りにくいものから順に
入れ、煮込む。最後にさっと塩茹でしたいんげんを入れる。
笳ボウルに盆ざるをのせて笆をあけ、具と煮汁に分ける。
笘ごはんと笳を混ぜ合わせて出来上がり。

〈作り方〉

〈材　料（4人分）〉

〈シェフから一言〉
高タンパクで低脂肪の鶏肉には、ガンの予防に
有効と言われるビタミンAの他、ビタミンB1、B2、
ナイアシンなども含まれ、体力の回復に役立ちま
す。根菜を加えることで食物センイも摂取できま
す。緑黄色野菜の副菜を添えると良いでしょう。

亜
急
性
期
病
床
に
つ
い
て
の
ご
案
内

市
立
加
西
病
院

4
病
棟
課
長
　
内
　
藤
　
人
　
美



乳乳幼幼児児健健診診
■母子健康手帳の交付 午前８時30分～午後５時15分

妊　婦 随　時　　 健康長寿課（市役所２階）

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成17年１月生まれの乳児 ３月22日（火）

《平成17年２月生まれの乳児 ４月26日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成16年11月生まれの乳児 ４月５日（火）

《平成16年12月生まれの乳児 ５月10日（火）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成15年10月生まれの幼児 ４月12日（火）

《平成15年11月生まれの幼児 ５月17日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成14年２月生まれの幼児 ４月19日（火）

《平成14年３月生まれの幼児 ５月24日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 ４月21日（木）

《５月19日（木）》

■離乳食講習会〈4月以降は予約制〉 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

４月22日（金）

中期：７～８か月の乳児の保護者

３月25日（金）

※注：４月より離乳食講習会は予約制となりますので、ご注意下さい。

■プレママ教室（妊婦教室）〈予約制〉 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ・パパ、祖父母

４月７日（木）

■パパママクラブ〈予約制〉 午後１時～１時30分

妊娠５～６か月のパパ・ママ ５月12日（木）

妊娠８か月以降のパパ・ママ ６月９日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
４月５日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
４月５日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館
■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
４月７日（木）健康福祉会館
４月７日（木）善防公民館
４月14日（木）農村環境改善センター
４月21日（木）北部公民館

■法律相談
４月28日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時

■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後４時

市役所市民相談室
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週水・木曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階地域交流センター相談室
■教育相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　教育研修所

■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階男女共同参画センター相談室
電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）
■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉
月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）
■母子相談（母子に関する相談）
毎週火・木曜日　午後１時～午後４時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）
■ボランティア相談（ボランティアに関する相談）
４月７日（木） 午後１時30分～午後３時30分

健康福祉会館１階（蕁潴８１３３）

相相 談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

北条東小学校５年

岸　本　真　央さん

このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

たかとくん、じょうずに歩ける
ようになったね。
暖かくなったら、みんなと一緒
にお外で遊ぼうね。

〈ママの一言〉

衣笠　天翔
た か と

くん
1歳3カ月

（北条町西南）

わたしの夢

パパ・洋平さん
ママ・有華さん

パート①

パート②

14２００５年３月号（No.４８９）

※当日、気象等の都合で事業開催を見合わせることがあります。
事業の中止・順延につきましては健康長寿課までお問い合わせください。



結
核
予
防
法
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
17
年
４
月
１
日
よ
り
接
種
対

象
年
齢
が
下
が
り
ま
す
。
現
在
の

集
団
接
種
か
ら
個
別
接
種
に
変
わ

り
ま
す
の
で
、
接
種
対
象
年
齢
に

な
っ
た
ら
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
。 Ｂ

Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が

個
別
接
種
に
変
わ
り
ま
す

対
象
者

生
後
３
〜
６
か
月
未
満

の
幼
児

料
　
金

無
料
（
但
し
、
接
種
対

象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
料
金
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。）

実
施
時
期

年
中

必
要
物
品

母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票
・
体
温
計
・
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保

険
証
等
）

実
施
場
所

上
記
の
指
定
医
療
機

関
（
事
前
予
約
必
要
）

対
　
象

市
内
在
住
の
学
資
負
担

者
（
保
護
者
）

利
　
息

無
利
息

償
還
方
法

年
賦
償
還
で
１
回
の

償
還
金
は
借
入
金
額
を
在
学
年
数

で
割
っ
た
額

高
校
・
大
学
等
の
入
学
者
へ

入
学
支
度
金
を
お
貸
し
し
ま
す

受
付
期
間

４
月
８
日
貊
ま
で

※
他
の
奨
学
金
の
貸
付
や
給
付
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
込

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
先

学
校
教
育
課

（
蕁
瀚
８
７
７
１
）

子
育
て
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と
し

た
不
安
か
ら
悩
み
ま
で
親
子
で
遊

び
な
が
ら
相
談
で
き
る
「
ひ
よ
っ

こ
タ
イ
ム
」を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
　
２
階

児
童
療
育
室（
ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム
）

対
　
象

市
内
在
住
の
１
歳
以
上

の
保
育
所
入
所
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

定
　
員

親
子
　
各
曜
日
40
組

（
計
１
２
０
組
）

利
用
方
法

蘆
月
・
水
・
金
曜
日
の
内
１
日

（
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
）

蘆
申
し
込
み
期
間
内
に
来
室
し
、

登
録
す
れ
ば
週
１
回
利
用
で
き

ま
す
。

蘆
４
月
18
日
豺
か
ら
実
施
予
定
で

す
。

費
　
用

無
料

申
込
期
間

４
月
４
日
豺
〜
４
月

８
日
貊

午
前
９
時
30
分
〜
12

親
子
で
遊
ん
で
育
児
不
安
解
消

平
成
17
年
度

子
育
て
支
援

「
ひ
よ
っ
こ
タ
イ
ム
」
参
加
者
募
集

時
・
午
後
１
時
〜
４
時

蘆
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
に
参
加

予
定
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

蘆
申
込
期
間
内
で
あ
っ
て
も
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

蘆
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

当
室
で
は
、
面
接
や
電
話
で
０

〜
18
歳
ま
で
の
子
供
に
関
す
る
養

育
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

健
康
福
祉
会
館
内
家
庭

児
童
相
談
室
（
蕁
瀚
６
７
０
４
）

※
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

期
　
間

５
月
〜
来
年
３
月

日
　
時

毎
月
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
　
容

午
前
＝
教
養
講
座

午
後
＝
趣
味
講
座
（
民
謡
、
習
字
、

園
芸
、
短
歌
、
絵
画
、
手
芸
を
予

定
）

場
　
所

市
民
会
館

入
学
資
格

市
内
在
住
で
公
民
館

の
高
齢
者
大
学
「
か
し
の
木
学

園
」、
も
し
く
は
「
県
い
な
み
の

学
園
」・「
県
う
れ
し
野
学
園
」・

「
県
高
齢
者
放
送
大
学
」
を
２
年

高
齢
者
大
学

「
サ
ル
ビ
ア
学
園
生
」
募
集

16２００５年３月号（No.４８９）

見知らぬ業者の訪問があり、中学生の子
供に勉強の仕方を教えると言うので話を聞い
たが、教材のセールスだった。悪質な勧誘で
はないか？
販売目的を隠して接近し、高額な商品を

売り込む手口です。このようなトラブルを防
ぐため法律改正され、訪問販売の際には、
販売が目的であることを明らかにしなければ

なりません。（「無料で点検」と来訪し、工事
などを迫る手口も同じです。）
しかし、買う側も業者に来訪目的をしっか
り確認することが大切です。その上で、必要
なければ、ハッキリと断ることです。もし、不
本意な契約をしてしまったら、泣き寝入りせ
ずクーリングオフ制度を活用しましょう。困っ
たときは、消費生活相談窓口まで。

■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）
ハナサク

訪問販売では販売目的を確認しよう!

■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）
ハナサク

4月から消費生活相談の窓口場所
及び談相日が変更
消費者相談窓口がアスティアかさ

いから市役所本庁1階へ移動します。
また、相談日も変更となりました。
★相談日／毎週月・木曜日の2回　

ただし、月曜日が祭日の場合は、
火曜日となります。
★時　間／午前9時～午後4時
★場　所／市役所1階（市民相談室内）
★問合先／蕁瀚8739

指定医療機関 電　話 指定医療機関 電　話

あさじ医院 瀝0225
荒 木 医 院 潴9711
大杉内科医院 瀰0023
小野寺医院 瀾3737
おりた外科胃腸科 瀚6000
小 橋 医 院 瀚0412

さたけ小児科 潴1717
市立加西病院 瀚2200
西 村 医 院 瀲0001
みのりクリニック 瀲8470
三 宅 医 院 瀲0067
横田内科医院 瀚5715

指 定 医 療 機 関

学校種別 国公私立別 貸付金額

高等学校 国公立 60,000

私　立 90,000

短期大学 国公立 40,000

私　立 80,000

大　　学 国公立 120,000

私　立 200,000

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。



２００５年３月号（No.４８９）17 交通の妨げになるので、道路にはみだした草木を所有者は刈り取りましょう。

�

�

�

�

�

�

以
上
修
了
さ
れ
た
方

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
学
友

会
年
会
費
２，
５
０
０
円
程
度
必

要
）

申
込
期
限

４
月
末
日
ま
で
に
各

公
民
館
・
教
育
委
員
会
に
あ
る
入

学
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
蕁
瀚
８
７
７
２
）

平
成
17
年
度
第
１
回
警
察
官
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

３
月
25
日
貊
〜

４
月
12
日
貂

募
集
人
員

蘆
男
性
警
察
官
　
２
５
０
名

蘆
女
性
警
察
官
　
30
名

第
一
次
試
験

５
月
８
日
豸

問
合
先

加
西
警
察
署
（
蕁
瀚
０

１
１
０
）
警
務
係
ま
た
は
各
駐
在

所
ま
で
。

平
成
17
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
は
、
４
月
５
日
貂

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
犬
の
登
録
（
犬
を
取
得

し
た
日
か
ら
30
日
以
内
）
を
し
て

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

警
察
官
募
集

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
飼
い
主
は
狂
犬
病
の
予

防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け
さ
せ
、

加
西
市
の
注
射
済
票
の
交
付
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
た

だ
し
、
東
播
開
業
獣
医
師
会
に
所

属
す
る
動
物
病
院
で
受
け
た
場
合

は
当
病
院
が
代
行
し
て
い
ま
す
。）

★
狂
犬
病
の
注
射
は
な
ぜ
必
要
？

狂
犬
病
は
１
９
５
７
年
以
来
、

日
本
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
世
界
各
地
で
年
３

万
〜
５
万
人
が
死
亡
。
し
か
も
、

発
症
す
れ
ば
１
０
０
％
死
亡
す
る

怖
い
病
気
で
す
。
日
本
に
は
外
国

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
輸
入
さ

れ
た
り
、
海
外
旅
行
の
急
増
に
よ

り
、
日
本
国
内
で
も
い
つ
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

に
日
本
が
再
汚
染
す
る
恐
れ
は
な

お
高
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
各
町
の
隣
保

回
覧
（
３
月
中
頃
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
先

生
活
安
全
課

（
蕁
瀚
８
７
３
１
）

第
２
回
シ
ニ
ア
友
好
サ
ッ
カ
ー

大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市
内

加
西
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

の
45
歳
以
上
の
サ
ッ
カ
ー
愛
好
家

の
皆
さ
ん
久
し
ぶ
り
に
ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

３
月
27
日
豸

午
後
１
時
〜

場
　
所

ア
ク
ア
ス
か
さ
い

持
ち
物

シ
ュ
ー
ズ
・
レ
ガ
ー
ス

・
飲
み
物
等
は
各
人
で
準
備
す
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

五
百
蔵
卓
久
（
蕁
瀾
３
４
８
６
）

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
託
さ
れ
、
国
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
、

助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る

通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

こ
の
た
び
、
次
の
方
が
交
代
さ

れ
ま
す
。

蘆
平
成
17
年
４
月
１
日
付
　
就
任

藤
原
　
久
司
（
上
野
町
）

（
蕁
瀝
０
４
８
７
）

井
上
　
嘉
代
子
（
玉
丘
町
）

（
蕁
瀚
１
８
９
３
）

蘆
平
成
17
年
３
月
31
日
付
　
退
任

内
藤
　
　
稔
（
北
条
町
）

大
久
保
多
代
（
段
下
町
）

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

新
し
い
行
政
相
談
委
員

を
紹
介
し
ま
す

４
月
１
日
か
ら
ダ
イ
ヤ
改
正
等

に
よ
り
、
次
の
２
路
線
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

【
北
条
〜
高
砂
線
】
Ｊ
Ｒ
宝
殿
駅

北
口
へ
の
路
線
新
設
に
伴
い
、
Ｊ

Ｒ
宝
殿
駅
に
乗
り
入
れ
に
な
り
ま

す
。

【
北
条
〜
電
鉄
小
野
線
】
乗
客
数

の
減
少
に
よ
り
、
運
行
休
止
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
替
わ
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
ア
ス
テ
ィ
ア
か

さ
い
〜
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
〜
青

野
原
病
院
間
を
１
日
２
往
復
で
運

行
（
土
・
日
・
祝
日
・
盆
・
年
末

年
始
は
運
休
）
し
ま
す
。

問
合
先

神
姫
バ
ス
北
条
営
業
所

（
蕁
瀚
０
０
５
６
）

路
線
バ
ス
変
更
の

お
知
ら
せ

3月20日（日）みのりクリニック （下宮木町・蕁瀲８４７０）
21日（月）西村医院 （中野町・蕁瀲０００１）
27日（日）小野寺医院 （王子町・蕁瀾３７３７）

4月 3日（日）北条田仲病院 （北条町・蕁瀚４９５０）
10日（日）小橋医院 （北条町・蕁瀚０４１２）
17日（日）安積医院 （西剣坂町・蕁瀟０３６１）
24日（日）三宅医院 （中野町・蕁瀲００６７）

※変更される場合がありますので、事前に確認の上受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

休休日日ののおお医医者者ささんん
加西市ボランティアガイドが北条町の街中を案内し

ながら、ゆっくりとハイキングし、楽しみます。
◆日　時／4月16日貍 午前9時～12時頃
◆集合場所／素人の店なしたまぁ（アスティアかさい前）
◆集合時間／午前9時　　　◆参加料／無料
◆事前申込み不要
◆問合先／商工観光課（蕁瀚8740）

なしたまぁ加西市ハイク

アスティア
かさい

フラワー
センター

青野原
病　院

9：20

10：00

14：10

14：50

9：29

9：51

14：19

14：41

9：39

9：41

14：29

14：31

～ ～

蛔

蛞

蛔

蛞

蛔

蛞

蛔

蛞
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２
月
22
日
貂
市
役
所
多
目
的
ホ

ー
ル
で
、
加
西
市
観
光
協
会
の
臨

時
総
会
を
開
催
し
、
丸
本
優
会
長

の
退
任
を
承
認
、
新
会
長
に
伊
東

一
夫
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

伊
東
新
会
長
の
任
期
は
平
成
18

年
３
月
31
日
ま
で
。

丸
本
前
会
長
は
、
前
任
の
小
林

紀
之
会
長
の
後
を
受
け
、
平
成
13

年
８
月
22
日
よ
り
会
長
職
。
こ
の

間
、
加
西
市
の
観
光
に
積
極
的
に

関
わ
り
、
特
に
市
民
参
画
型
の
サ

イ
サ
イ
ま
つ
り
の
開
催
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

国
税
庁
・
大
阪
国
税
局
で
は
、

税
務
職
員
（
国
税
専
門
官
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
税
務

税
務
職
員

（
国
税
専
門
官
）
募
集

加
西
市
観
光
協
会
会
長

に
伊
東
一
夫
氏
就
任

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
験
資
格

①
昭
和
53
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
大
学
を
卒
業
し
た
方

及
び
平
成
18
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

③
人
事
院
が
②
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

採
用
予
定
人
員

約
９
０
０
名

受
験
申
込
受
付
期
間

４
月
１
日
貊
〜
４
月
15
日
貊

問
合
先

社
税
務
署
　
総
務
課

（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
２
２
４
）

兵
庫
県
最
低
賃
金

平
成
16
年
９
月
30
日
よ
り
時
間

額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は

平
成
16
年
12
月
１
日
よ
り
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
兵
庫
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課
（
蕁
０
７
８
―
３

６
７
―
９
１
５
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
の
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

日
　
時

５
月
１
日
豸

午
前
８
時
30
分
〜

（
雨
天
の
場
合
５
月
８
日
豸
）

場
　
所

加
西
球
場
（
開
会
式
）
他

参
加
資
格

市
内
に
居
住
す
る
方
。

１
町
１
チ
ー
ム
と
し
、
監
督
を
含
め

て
20
名
以
内
と
す
る
。
学
生
の
参

加
は
不
可
。（
勤
労
学
生
は
可
）

蘆
18
才
〜
29
才
　
１
名

蘆
30
才
〜
39
才
　
４
名

蘆
40
才
〜
49
才
　
３
名

蘆
50
才
〜
　
　
　
１
名

※
年
長
者
は
、
年
少
組
で
の
出
場

可
、
年
少
者
は
年
長
組
で
の
出

場
不
可

※
18
才
以
上
の
女
子
は
、
全
て
の

年
代
層
に
出
場
可

参
加
費

１
チ
ー
ム
７，
０
０
０

円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
先

４
月
11
日
豺
ま
で
に
参

加
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
教

育
委
員
会
体
育
保
健
課
内
加
西
市

体
育
協
会
事
務
局
ま
で

抽
選
会
お
よ
び
監
督
会
議

４
月

14
日
貅
　
午
後
７
時
〜
ア
ス
テ
ィ

ア
か
さ
い
３
階
　
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
集
会
室
）

問
合
先

加
西
市
体
育
協
会
事
務

局
（
蕁
瀚
８
７
７
３
）

第
28
回
　
町
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
　
時

４
月
10
日
豸

午
前
９

時
〜
　
※
荒
天
の
場
合
は
中
止

場
　
所

多
目
的
広
場

（
加
西
球
場
東
側
）

参
加
費

１
人
３
０
０
円

競
技
方
法

ト
リ
プ
ル
ス

（
当
日
チ
ー
ム
編
成
）

申
込
方
法

４
月
５
日
貂
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上

〒
６
７
５
―
２
４
５
４
下
道
山
町

２
０
６
―
１
　
高
田
辰
夫
（
蕁
瀝

３
０
５
５
）
ま
で
。

井
戸
水
を
使
っ
て
下
水
道
を
使

用
さ
れ
て
い
る
家
庭
で
、
ご
家
族

の
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き
は

下
水
道
使
用
料
・
生
活
排
水
処

理
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

「
井
戸
水
の
み
使
用
の
家
庭
」
ま

た
は
「
水
道
水
と
井
戸
水
と
の
併

用
家
庭
」
で
は
、
使
用
し
た
水
量

を
決
定
す
る
方
法
と
し
て
、
使
用

人
数
に
応
じ
て
排
除
量
を
認
定
し

て
い
ま
す
。

就
職
・
転
勤
・
進
学
等
に
よ

り
、
下
水
道
使
用
人
数
に
変
更
が

上
下
水
道
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

第
11
回

加
西
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

今年、利用開始に向けて整備を行っている、善防中学
校北側の「ふれあい広場（仮称）」の名称を募集します。
◆名称の内容／①広く市民の皆さんに親しみやすいもの

②希望と活力にあふれ、夢のあるもの
③新しい感覚と自由で大胆な発想のもの

◆応募資格／なし
◆応募条件／応募は未発表のものに限ります。また、入
賞作品の著作権は、主催者に帰属します。

◆応募方法／名称・作品の趣旨・住所・氏名・性別・電話番
号を明記の上、はがきまたはFAXで応募してください。

◆応募締切／4月20日貉 当日消印有効
◆各　　賞／最優秀賞1点　佳作2点

※同名多数の場合は抽選で選出します
◆発　　表／5月中に入賞者に通知するとともに、市広
報で発表し、後日表彰します。

◆申込・問合先／農村整備課
〒675-2395 加西市役所
地域振興部（蕁瀚8742）

ふれあい広場（仮称）の名称募集
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お く や み

中川としゑ 90 國　男 山下西
長濱　亀市 87 康　伸 笹　倉
高瀬フクエ 78 正　樹 福　居
野田　信子 65 幸　作 南　町
長谷　政美 80 マキエ 黒　駒
高橋とくゑ 88 守 中　富
山本ふみ子 78 豊 坂　本
飯尾　宏江 74 哲　也 鶉野南
横山　直之 40 和　美 鶉野南
亀尾一次郎 83 洋　三 国　正
古本はぎの 88 隆　雄 上野田
桐月　三次 87 昇 乙和泉
中芝　政市 94 正　彦 別　所
後　　　吉 96 信　善 繁　昌
千石　博敏 59 和　克 別　所
大豊　幸男 71 恵美代 上万願寺
宮長　　忠 93 壮　吾 谷
頃安己年子 88 克　明 野　上
繁田　明子 72 泰　民 青　野
瀬戸　正行 71 久　司 駅　前
杉本　光二 95 昇 福　吉
丸谷　鶴子 88 明　正 青野原
稲岡きみゑ 78 亘 三　口
後藤　幸市 93 篤　彌 南　町
丸井　市雄 77 宏　文 両　月
深田サダコ 82 敏　春 田　原
原　作治 92 真　嗣 朝　妻
藤本　秀市 86 秀　男 佐　谷
高見三重子 81 正　昭 河　内
垣内しげの 88 秀　一 谷
大西　綾子 82 透 古　坂
神田　英子 82 明 大　工
増田よし子 87 高橋榮治郎 栄　町
山本はつみ 71 力　男 西　長
岩闢 守 79 千代子 黒　駒

死亡者 年齢 喪主 町名

（２月28日受付分まで・敬称略）

あ
る
ご
家
庭
は
、「
汚
水
排
除
量

認
定
基
準
変
更
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
民
票
は
加

西
市
に
あ
っ
て
も
実
際
は
市
外
で

生
活
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
区
長
さ
ん
の
証
明
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
併
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
先

上
下
水
道
部
業

務
課
業
務
係
（
蕁
瀚
８
７
９
５
）

応
募
資
格

★
一
般
公
募

18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
男
女
　

★
技
能
公
募

18
歳
以
上
で
保
有

す
る
技
能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満

の
男
女

受
付
期
間

４
月
８
日
貊

（
締
切
日
必
着
）

採
用
試
験

４
月
16
日
貍
か
ら
18

防
衛
庁
か
ら

「
予
備
自
衛
官
補
の
募
集
」

日
豺
の
内
１
日

処
　
遇

蘆
教
育
訓
練
招
集
手
当

＝
日
額
７，
９
０
０

蘆
訓
練
出
頭
時
の
交
通
費
支
給
・

訓
練
期
間
中
の
衣
食
住
貸
与

問
合
先

青
野
原
募
集
事
務
所

（
蕁
０
７
９
４
焜
７
９
５
９
）

平
成
17
年
度
よ
り
入
園
料
（
年

額
６
千
円
）
に
つ
い
て
は
、
少
子

化
対
策
と
し
て
、
同
一
世
帯
の
２

人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
が
入
園
す

る
場
合
、
無
料
に
な
り
ま
す
。
入

園
者
決
定
の
方
に
は
、
ご
案
内
を

し
て
い
ま
す
が
、
４
月
12
日
貂
ま

で
に
申
請
書
を
各
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書

は
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

問
合
先

教
育
委
員
会
幼
児
対
策

課
（
蕁
瀚
８
７
７
４
）

平
成
17
年
度
　
市
立

幼
稚
園
の
入
園
料

�

�

�

�

�

�

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

加西市への寄付
○三洋電機株式会社

加西地区ボランティア推進委員会

委員長　穴見彰一 桜の木８本植樹

（丸山総合公園の緑化整備として）

○播州東洋ゴルフ倶楽部

支配人　戸田肇樹 14万円

（加西市福祉対策資金（チャリティ

ーゴルフ募金）として）

○小林茂美さん（広島県福山市）

地球環境にやさしい樹木 ヒマラヤザクラ 45本

（緑化整備を図るため）

○加西市連合婦人会会長　篠倉登喜子

絵本、テレビデオ、ＣＤ・ＭＤラジカセ他８品

15万円相当

（「子育て学習学習センター（北部

・善防）」に通う児童のために）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○美心 ２万円

○牡丹 １万円

○株式会社本陣 １万1,252円

供養預託
○北条町北条　野田幸作 10万円

加西市歴史街道ボランティアガイドの
皆さんが、教育委員会の補助を受け、手
作りで製作に取り組まれていました紙芝
居が、このほど完成しました。ガイドが題
材の選定、構図、文章を担当。朝妻町の
志方有紀子さんがイラストを描いたもの
です。完成した紙芝居は、播磨風土記の
中で玉丘古墳に眠ると伝えられる根日女
を題材にした「根日女物語」と「いつ、
だれが、何のために」作ったか今も謎を

秘めてたたずむ五百羅漢を扱った「羅漢さんと北条の町」の2作です。
2月22日貂、北条東小学校（織部徹校長）の2年生56人を対象に、ガイ

ド4名が初上演しました。ガイドの皆さんは、「紙芝居を使って、ふるさとの
身近な歴史を市民の方々に伝承していきたい」と話されています。
紙芝居の上演依頼や問い合わせは、ボランティアガイドの水田加代子さん

（蕁瀚0057）まで。

子どもたちに加西の歴史を伝承
ボランティアガイドが紙芝居を手作り

市役所の部や課などの組織を変更す
る機構改革が、昨年の12月議会で決
定しました。それに伴い、4月から部や
課の一部が変更になります。来庁時は、
市役所1階に設置してある案内板等を
ご覧ください。ご迷惑をおかけしますが、
ご協力とご理解をお願いします。なお、
詳細については4月号でご案内します。
◆問合先／総務課（蕁瀚8702）

4月から部や課の配置が一部変更に
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第15回 花の美術大賞展
～加西から花のメッセージ～

写 真
全国公募

「写真と絵画のビエンナーレ展」として今回写真を公募しました
花の定期便「第15回花の美術大賞展」には、北は北海道、南は
沖縄の各地から1,530点もの写真作品が届けられました。
この中から審査（審査員 北尾順三、西岡伸太、織作峰子）の
結果選ばれた入賞・入選作品144点を、下記の日程で展示します。
是非ご覧ください。

「北条鉄道まるごとハイク」
第7回 北条鉄道沿線ハイク

「北条鉄道まるごとハイク」
をテーマに、名所・旧跡を回
りながら、粟生駅から北条
町駅までの全線を歩きます。
途中、古法華自然公園の美

しい桜も楽しむことができます。北条鉄道に乗車すれば、
わずか22分ですが、北条鉄道の長さを徒歩で体感してみ
ませんか？全長約22袰のロングハイキングコースです。
◆日　時／4月9日貍 ※雨天決行

午前10時～午後4時頃まで
◆集合場所／粟生駅　午前9時55分（申し込みは不要です）
※北条町駅9時32分発の北条鉄道に乗車すれば便利です。

◆参加料／無料
◆コース／粟生駅～網引駅～田原～法華口～古法華

自然公園～長～北条町駅
◆平成17年の開催予定日／10月15日貍、12月3日貍
※2回以上参加された方には記念品を贈呈します。

◆問合先／商工観光課（蕁瀚8740）

加西おやこ劇場イベント情報
☆第14回映画会「えっちゃんのせんそう」
◆日　時／3月19日貍 ①10：00

②13：00 ③15：00
④17：00 ⑤19：00

◆場　所／アスティアかさい3階
地域交流センター

（多目的ホール）
◆参加協力金／大人・子ども

4才以上 600円
（当日は200円増し）

☆第99回例会「魔女のたまご」＝人形劇団京芸＝
◆日　時／4月10日豸 開演／14：00（開場15分前）
◆場　所／市民会館小ホール
◆入会金／300円・会費 月800円（4才以上）

但し、3ヵ月以上続けてください
◆後　援／加西市教育委員会
◆問合先／加西おやこ劇場（蕁・蕭潴0830）

月・火・木・金 10：00～15：00
（第1月曜日はお休み）

蛻花の美術大賞「蓮」谷口嘉枝子さん

☆花の美術大賞 1名
谷口嘉枝子（飾磨郡夢前町）

☆ゆめ賞（準大賞）1名
小池　周司（広島県）

☆パルナス新人賞 1名
西山　武志（和歌山県）

☆根日女賞（優秀賞）10名
小竹　正幸（姫路市）
矢部　　要（揖保郡太子町）
別所　昌行（岡山県）
熊田　昌昭（栃木県）
川谷　正男（奈良県）
川上　　力（和歌山県）

垣内　欣哲（姫路市）
寺沢　　租（長野県）
黒瀬　博恭（熊本県）
多田　孝好（神崎郡市川町）

★加西市の入選された方
中右　昌明（北条町宮前）
菅野　敏治（繁昌町）
山本　昌美（北条町東高室）
道端　芳憲（野田町）
時本　淑江（北条町本町）

◆期　間／3月19日貍～3月27日豸
◆時　間／午前10時～午後7時　※27日豸は午後4時まで
◆場　所／アスティアかさい3階　地域交流センター（交流プラザ）
◆料　金／無料

― 各 賞 入 選 者 ―

第1回～第12回の上位入賞作品のうち24
点を展示します。
◆期　間／3月17日貅～4月11日豺
◆場　所／兵庫県立フラワーセンター

花の展示ホール
（入園料 大人500円）

◆時　間／午前9時～午後5時（入園は午後4時まで）

“花の美術大賞”特別展

蛻ゆめ賞「ここから星へ」小池周司さん
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